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逸品館は日本国内で、HARBETH HL-Compact と HL-5 を

最も多く販売した販売店の一つです。それは価格で上

回る他メーカーの上級モデルを圧倒するほどの開放的

で楽しい鳴り方をとても魅力的に感じたからです。当

時の国産代表 HiFi スピーカー DIATONE では「静的に躍

動しない音楽」が HARBETH　HL-5 と HL-Compact では

「本当に楽しく弾んで」聞けたことを今もハッキリ覚え

ています。

「オーディオは価格じゃない」と気づかせてくれたス

ピーカー、そして当時まだ本格的にオーディオの良さ

に目覚めていなかった私の目を開き、逸品館を「セレ

クト・オーディオショップ」としてスタートさせる決

心をさせてくれたのがHARABETH なのです。

しかし、HARBETH の創設者であり初代からの設計者で

あった「ハーウッド氏」がお亡くなりになり、設計が

後継者の「アラン・ショウ」に完全に移行して発売さ

れた HL-Compact の後継機、HL-Compact7 の音を聞い

たとき私は愕然としました。あの明るく楽しい

HARABETH が全く違う暗く重い音に変わっていたから

です。

私から見れば 180 度全く違う音になった HL-Compact7

を前にして、私は途方に暮れました。逸品館が大セー

ルスを記録した HL-Compact の後継として当然注目が

集まり、当然注文も殺到する HL-Compact7 ですが、

私はそれを HL-Compact の後継モデルと認められな

かったからです。その判断が正しいのかどうかは今も

分かりませんが結局、ビジネスチャンスを捨てても私

はそれを販売することはありませんでした。どうして

もそれが同じメーカーから発売される製品とは思えな

かったからです。

それから 20 年近くの年月が流れ、久しぶりに試聴した

HARBETH の最新モデル「Monitor20.1」を聞いた時、私

は再び大きな驚きを感じました。それから出た音は、私

が望んでいた HARBETH の音だったからです。しかし、

同時に聞いた Monitor30.1（チェリー仕上げ）は、私が

評価しないHARBETH の音でした。

一体どっちが本当の HARBETH なのか？あるいは、

HARBETH は 2 重人格なのか？未だに途方に暮れていま

すが、とりあえず最初に試聴したハイグロス・グレー仕

上げの Monitor20.1 とチェリー仕上げの 30.1 の仕上げ

による「音の違い」を疑い、一旦試聴機を返却してから

もう一度 Monitor30.1 のハイグロス・グレー仕上げと

Monitor20.1 を一緒に試聴機として再度拝借し、試聴を

行いました。

形式：2Way・バスレフ方式●ユニッ

ト高域：19mm/ アルミドーム　低域：

125mm●能 率：83dB/1W/1m●定 格

入力：150Ｗ●周波数特性：75-20kHz

●サ イ ズ：W188×Ｈ305×D190mm

●重量：13.4Kg(1 台 )●仕上げ：グレー

のみ

HARBETH
Monitor20.1
（写真：左）
希望小売価格￥240,000（ペア）

HARBETH 
HSS-30C
希望小売価格￥80,000

形式：2Way・バスレフ方式●ユニッ

ト高域：25mm/ アルミドーム　低域：

200mm●能率：85ｄB/1W/1m●定格

入力：150Ｗ●周波数特性：50-20kHz

●サ イ ズ：W277×Ｈ460×D285mm

●重量：13.4Kg(1 台 )●仕上げ：チェ

リー・グレー

HARBETH
Monitor30.1
（写真：右）
希望小売価格￥230,000（1本）

スピーカー
音質比較

HARBETH
Monitor30.1 Monitor20.1
HARBETH
Monitor30.1 Monitor20.1

HARBETH と逸品館

4 本脚のスタンドが純正品として用

意されています。

スタンドにはスタンドの天板と 30.1 底板の間に挟ん

で使う、黒いゴム状の緩衝材（J1 Project 製品）が付

属します。
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POPS のマスタリング

にデジタル編集が導入

されてから、平均音圧

レベルを上げる ( 音を

大きくする競争）が勃

発しました。それは同

じソフトを比べたとき

「音が大きい方が良く

聞こえる」からです。

また、ヘッドホンステレオのようなダイナミックレン

ジの小さい廉価な装置では「小さい音が聞こえにくい」

という理由から、小さい音をより大きく、大きな音は

小さくする「圧縮（コンプレッション）」が強くかけられ、

音の強弱が驚くほど小さくなっています。店頭に設置

されているテレビ画面が「明るすぎる」と画面に奥行

きや深みがなくなるように、音楽も音の強弱がなく単

調で深みや変化が薄れたものになってしまいます。

高級オーディオを持つ我々オーディオマニアは、同じ

CD でも高級な装置で聞けば「よりよい音が出る」と信

じています。しかし、このようにダイナミックレンジ

が圧縮されたソフトは、高級オーディオで聞くとヘッ

ドホンステレオで聞くよりも必ずしも良い音になりま

せん。この問題を解決するための「ヒント」は色彩に

あります。モノクロ映像では「同じ明るさの画像」は

識別できませんが、カラー映像なら識別できます。音

声の場合も「音量が同じでも音色に違い」がきちんと

反映されていれば音が団子にならず、高級コンポで聞

くとそれなりに分離感と広がりのあるよい音で音楽を

楽しめるのです。

オーディオ機器のスペックには現れない「音色の再現

性」は、ソフトを作る場合にも装置を選ぶ場合にも非

常に重要です。例えば、男女混声合唱団で男性と女性

が「同じ音の高さ」で歌っていても私達は男女の声の「質

の違い」で我々はそれを識別・分離してハーモニーを

感じられます。つまり、録音再生のプロセスでそれぞ

れの「音の個性（質感の違い）」をきちんと反映するこ

とが大切なのです。逆に言えば、高級オーディオ機器

はパブリック・オーディオ機器では再現できない「音

の個性」をきちんと再現するからこそ、録音の優れた

ディスクなら「聞き取れなかった音」が聞こえるよう

になるのです。

しかし、J-POP は桑田佳祐（サザンオールスターズ）や

ミスチルのようなトップミュージシャンの CD ですら質

感の違いが十分に反映されておらず、高級オーディオ

では音がごちゃごちゃになり聞くに堪えない音になっ

てしまいます。「売り」を意識して作られていない、「夏

川りみ」や「元ちとせ」のような実力派歌手の CD は

比較的素直に録音されていて高級オーディオで聞くと

その声の素晴らしさに感動するだけに、J-POP 全般の

録音の悪さは残念に思います。

そんな J-POP に比べてマイケル・ジャクソンやレ

ディー・ガガのような世界的に著名なトップミュージ

シャン、あるいは K-POP でもトップミュージシャンの

CD は、高級オーディオで聞いても納得できる「質の違

いが反映されたサウンド」に仕上げられています。最近、

K-POP を良く聞いているのは「音が良い」のも大きな

理由です。そんな K-POP から今回は、sister という女

性4人グループのアルバムを選んでみました。sisterは、

K-POP 歌手の中でも飛び抜けた歌唱力を持っています。

最近 J-POP よりも遙かに元気が良く、音楽として良く

できているのが「K-POP」です。高級コンポで聞くと

まるで AM ラジオのような J-POP が多いのに対し、

K-POP は最先端のアメリカなどの POPS と同じように

「裏側の小さい音」がきちんと残されています。ヘッド

ホンや普及価格帯のコンポーネントで聞くと、この「大

きな音の裏側に隠れている小さい音」は聞こえてこな

いのですが、高級コンポで聞くとそれが「ハッキリと

聞き取れ」ます。聞こえなかった音が聞こえる。音楽

の響きがより豊かになる。それが高級コンポの醍醐味

ですが、そのためには「裏側の音」がしっかりソフト

に入っていなければなりません。

私が気に入っていた HL-Compact や HL-5 は、そうい

う「裏側の細かい音」を分離して実に美味しく再現し

てくれました。細かい音が空中に漂うように部屋を満

たしてくれました。しかし、最初にテストした

Monitor30.1 は裏側の音をなんとか分離しますが、そ

の音色の変化が非常に小さく（対比が小さく）主旋律

と伴奏の位置関係が近くて音場が広がらず平面的です。

また、スピーカーの正面近くで聞くと細かい音が聞こ

えますが、正面を外れたところで聞いたり、スピーカー

から離れると途端に細かい音の再現性に不満が感じら

れます。

サランネットによるロスを疑い、不満の解消のためネッ

トを外しましたが状況は変わりませんでした。高音は

伸びず、低音は箱の中から外に出てきません。 こうい

う場合は、「スピーカーの固定」を疑います。スピーカー

がシッカリ固定されていないと「高音の明瞭度が低下

して低音がもやもやする」事があるからです。

話は少し変わりますが、私がオーディオの常識で一番

大きく間違っていると思うのは「高音と低音の関係」

です。雑誌や多くのオーディオマニアは低音に不満を感

じたら、「低音を変えること」を考えます。しかし、高

音の質感が変わらなければ、低音は改善しません。

50Hz の正弦波をスピーカーで再生した場合、アンプを

変えても音はほとんど変わりません。それは、アンプで

低音の質感がほとんど変化しないからです。しかし、

AIRBOW 波動ツィーターのような「高音発生機器を付け

れば」低音は著しく変化します。それは低音楽器からは、

低音だけが出ているのではないからです。私達が聞いて

いる「低音（あるいは低い音階を奏でる楽器の音）」は、

低音と高音が複合して生み出されるからです。

それをもう少し詳しく説明しましょう。アコースティッ

クな低音楽器からは、低音と同時に高音（倍音）が発生

します。その倍音によって発生する高音や、あるいは楽

器を打撃するときに発生する衝撃音が低音を「包み込む

ように隈取る」と、私達には低音感が非常に強くなりま

す。例えば構造が似ているティンパニーと和太鼓の音が

違って聞こえるのは、太鼓の皮を柔らかいばちで叩く

ティンパニーには少ない高音が、太鼓の皮を硬いばちで

叩く和太鼓には多いからです。つまり和太鼓の低音は、

鋭い高音で隈取りされることで「衝撃的なパワー」を得

ているのです。

「単体では、ふわふわして耳には聞こえない低音」でも、

それを「高音や衝撃音」で包み込めば存在感が遙かに大

きくなります。目に見えない空気を風船に詰めるとその

存在感がハッキリと感じられるのと似ているかも知れま

せん。とにかく低い周波数の音を「高周波の皮（スキン）」

で包み込めば実在感が向上します。話が長くなりました

が、低音がスピーカーから離れないのは高音の輪郭感が

不足しているからなのです。

HARBETH Monitor30.1 の純正のスタンドは、脚が細く

見た目にも華奢でシッカリスピーカーを固定しそうにあ

りません。さらにスタンドとスピーカーの間に「ゴム

（J1 の高分子インシュレーター）」を挟むように指示さ

れているのも気になります。そこでサイズは合いません

が、脚を強度が高く音の良い Acoustic Design AD-35a

に変えてみました。

ボーカルの明瞭度は改善し、低音も弾むようになりまし

た。まだ、HL-5の開放感溢れる音には達していませんが、

この音ならなんとか音楽を楽しめるかもしれません。 そ

れでも 3 号館の環境で他のスピーカーと比べると、

Moniter30.1 は響きが少なく閉鎖的に聞こえます。今回

は K-POP の 1 曲だけを評価しましたが、Jazz、Classics

も同じ印象でした。

音源は CD をリップした WAVE

ファイルをつかいました。

HARBETH
Monitor30.1 Monitor20.1
HARBETH
Monitor30.1 Monitor20.1

Monitor30.1

AIRBOW AV8801 Special

AIRBOW SSS-2013

AIRBOW MM7055 Special
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スピーカー
音質比較

Monitor20.1 の鳴り方

は Monitor30.1 とは全

く違うことが、一音出

た瞬間から感じられま

す。ウーファーの口径

が小さいにもかかわら

ず Monitor20.1 の低音

は、音階がハッキリし

て 厚 み が あ り

Monitor30.1 よりも量感が感じられます。ユニットの材

質の影響かあるいはエンクロージャーの構造の影響な

のか低音が少しスローに感じますが、リズムが走る曲

でなければ問題ないと思います。

音が重なる部分の分離感も 20.1 は、30.1 を大きく凌ぎ

ます。すべての音が重苦しい霧のベールに包まれたよ

うに感じた 30.1 に比べ、20.1 の音は鮮やかで晴れわた

ります。中でもボーカルの抜けは素晴らしく、音色も

見事に描き分けられるので 4 人のコーラスが立体的に

綺麗に分離します。この「声の分離感」に関して 20.1 は、

30.1 はもちろんのことこのクラスの水準を大きく超え、

スピーカーの中でもトップクラスかも知れないと思え

るほどの能力を持っています。試しに、このサイズで

最もお気に入りの Stirling Broadcast　LS-3/5a と比べま

したが、20.1 はそれすら凌いでいました。このボーカ

ルの抜けの良さ、伴奏との対比の鮮やかさこそ私が大

好きだった「HARBETH」の魅力なのです。

楽器の音は全体的に角が少し丸いですが、音色の再現

性に優れカラフルです。本当にこんな小さなスピーカー

から音が出ているのか？と疑うくらい、スケールの豊

かな音が出ます。また、情報量（音の数）もかなり豊富で、

予想通り、いいえ予想

以上に美しいバイオリ

ンの音にほれぼれしま

す。生の音よりは少し

マイルドですが、それ

がうまくバイオリンの

艶を濃くしています。

エンクロージャーの僅

かな響きが、ホール

トーンの豊かさをうまく演出しています。

1 弦から 4 弦にかけての基音、倍音の関係も正しく、バ

イオリンの音が自然に聞こえます。この音なら演奏を

楽しめると同時に、録音をモニターするような聴き方

をしてもまったく問題ありません。音場型でありなが

ら、フォーカスも甘くない。20.1 は、相反する二つの

問題を上手く解決しています。すべての音がレガート

で繋がっているような滑らかさが、20.1 の持ち味です。

弦楽器の鮮やかさと艶

やかさが見事に再現さ

れます。若干音が明る

すぎるようにも感じま

すが、それは音楽をよ

り大きく躍動し、楽し

く聞かせる方向に働き

ま す。ま た、Stirling 

Broadcast LS-3/5a にも

驚かされまたが、20.1 もこのサイズにかかわらず低音

の不足感がまったく感じられません。

同じ大きさの 2Way スピーカーから同じような重厚な

低音が出るのは、エンクロージャーのサイズやユニッ

トの組み合わせに何か特別音が良くなる関係 ( 関連性 )

があるのかも知れませんが、バイオリンとチェロ、コ

ントラバスの楽譜上の対比をこれほどまでに再現でき

るスピーカーはそれほど多くはないはずです。20.1 で

聴 く コ ンチェルトは、Vienna Acoustics Beethoven 

Concert Grand(T3G) が鳴っているといわれても俄に納

得しそうなほどリッチに鳴りました。

あえて Stirling Broadcast LS-3/5a と 20.1 の違いを挙げ

Monitor20.1　音源は CD をリップした WAVE ファイルで試聴

音が広がっても音が希薄になりません。これも、この

クラスでは考えられない魅力です。わずかな欠点は、

中低域のアタックが少し丸くて低音が止まるところで

膨らむことです。ハードなロックやメタル系の音楽を

聞くときにはそれが気になるかも知れませんが、それ

とトレードにこの楽しくカラフルな音が鳴るのですか

ら、それを欠点と判断するのは、少し無理があるかも

知れません。

るならば、20.1 はより音が若々しく明るい分だけ「深み」

に欠ける感があります。滑らかで明るい音ですが、少

し表面的に感じることがあります。BGM 的に聞き流し

ているととても具合が良いのですが、論評するために

聞き込もうとすると薄いベールがかかったように音楽

の底が見えなくなります。もし、クラシックの知的な

一面までしっかりと把握したいとお考えなら、LS-3/5a

をお薦めします。価格も近く構成も似ている HARBETH

と Stirling Broadcast の選択は、「どちらが良いか」では

決まりません。「どちらが好きか」なら、すぐに決まる

と思います。あるいは、両方欲しくなるかも知れません。

Monitor30.1 のバスレフポート部分

の塗装が剥がれていました。これが

クレームとして認められるのか？確

認していませんが、業務機なので「音

質には関係がないのでこれでＯＫ」

となる可能性があります。また付属

のネットは「外さない」ことが基本

で、外枠に沿って設けられている溝にしっかりはめ込まれています。お客様がスピーカーを傷付けずにネットを

外すのはかなり難いと思います。

写真では少しわかりにくいかも知れませんが、ウーファー・ツィーターともに違うものが使わ

れています。

また、20.1 のツィーター保護グリルには透明の丸い樹脂が取り付けられています。一種の音響

レンズや反射体として働き、20.1 の音を整えているのでしょう。

この反射体は、30.1 には取り付けられていません。

端子はどちらもシングルワイヤリン

グです。

HARBETH
Monitor30.1 Monitor20.1
HARBETH
Monitor30.1 Monitor20.1
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今回の試聴では、30.1 はほとんど聞かず（聞く気にな

らず）Monitor 20.1 で様々な音楽を一週間以上聞き続け

ました。結局「20 才の頃」を超えるほどマッチした曲

はなかったのですが、それでも 20.1 の高い実力を存分

に楽しむことができました。しかし、Monitor 30.1 で

「20 才の頃」を聞くと、とたんに人生を諦めた老人が歌っ

ているような暗くて重い曲に聞こえます。これには友

人の同じ意見で、こっちはダメだねぇ。ということに

なりました。もちろん、音には人それぞれ好みがあり

私が「気に入らない」というのは曖昧な一つの指標に

過ぎませんから、本当の善し悪しや好き嫌いは 30.1 を

実際にお聞きになって判断して欲しいと思いますし、

50 歳代以上の方なら

「かまやつひろし」の名

前はご存じだと思いま

す。「我がよき友よ（吉

田拓郎 / 作詞作曲）」が

彼の有名なヒット曲で

す。「楽譜通りにきちん

と歌う」ことばボーカ

ルの条件なら、彼より

も上手に音程を外さず歌える素人は沢山いるかも知れ

ません。しかし、ボーカルを「気持ちを伝える」と考

えるなら、彼の実力派やはり飛び抜けて一流だと思い

ます。独特の節回しでじんわりと味のあるムッシュの

ボーカルは、心に深く響きます。

試聴後感想

音源を CD に変更し試聴

試聴の結果 30.1 は素晴らしいという事になれば、それ

でよいと思います。しかし、Monitor20.1 と 30.1 は、

同じメーカーの製品とは思えないほど音が違うのは事

実です。また、同一メーカーでこれほど音や方向性の

違う音の製品を作るメーカーを他に知りません。

後日談になりますが、あまりにも Monitor20.1 を気に

入ったので、このスピーカーを万人が家庭に持ち込み

たいと考える色（例えばチェリー仕上げ）にできない

のかと代理店に尋ねると「HARBETH はそういうことは

しない」とその場ではねつけられました。さらに食い

下がり、Monitor20.1 は、すでに発売されている

HL-P3ESR と完全に同じユニットとネットワーク、エン

クロージャを採用するのであれば、20.1 にしか使われ

ていない OFC の内部配線を HL-P3ES に移植することは

できないかと尋ねるとそれもその場で無理とはねつけ

られてしまいました。業務用スピーカーのみを作って

いるならそれも良いと思いますが、一般家庭用のスピー

カーを作るメーカーなら、HARBETH ファンのためにも

そこは一考して欲しいと思うのです。頑固一徹もポリー

シのためには悪くないのかも知れませんが、大好きだっ

た人に袖にされたような、一縷の空しさが残りました。

でも、Monitor20.1 で聞く「女性ボーカル / バラード」

は超お薦めです！機会があれば、一度どこかで聞いて

みて下さい。逸品館には展示しています。

今回この曲を聴いたのは、ほぼ友人のように懇意にし

ている私と同年代の逸品館のお客様が東京から来られ

ていたときに「Monitor20.1」を鳴らしていたからです。

趣味でギターの弾き語り演奏活動を行っている彼とは

音楽の趣味も近いようで、「このスピーカーは何？良い

音なってるねぇ。ボーカルが良いね！」という話から、

録音の良いボーカル CD をかけてみようという流れにな

り、共に知るミュージシャン・楽曲として「20 才の頃」

を聞いてみることになったのです。

ここで少し「20 才の頃」について説明しましょう。私

が持っているのは、ムッシュかまやつの「フレグランス」

というアルバムです。フレグランスは、ムッシュと実

力派の女性ボーカリストのデュエットが7曲とムッシュ

の弾き語りが一曲納められています。その中から 7曲

目に収録されているムッシュと今井美樹さんのデュ

エット曲「20 才の頃」を聞きました。私には今井美樹

さんのボーカルは「表情がわりと平坦に感じられるよ

う」に感じられ本当はもっと深みのある歌い方が好き

なのですが、「20 才の頃」は大好きなので話し合った結

果それを聴くことにしたのです。

あまり好みでないと書いた今井美樹さんのボーカルを

20.1 で聞くと実にチャーミングで魅力的な声に鳴りま

す。普段気にとめない女性が、俄然魅力的に見えてく

るようなイメージです。ムッシュの声も若々しく、こ

の一曲を聴くためだけでも、Monitor20.1 を購入する価

値があると思えるほど魅力的な音でお洒落にデュエッ

トが鳴りました。この音は本当に素晴らしかったです。

marantz CD/SACD プ レーヤーのフ

ラッグシップ SA11S3 に 100 カ所を超

え る 改 良 を 加 え 誕 生 し た、

192kHz/24bit 対応 USB 入力を備える

一体型 CD/SACD プレーヤー。

AIRBOW 
SA11S3 Ultimate
希望小売価格￥580,000

marantz から発売されるプリメインア

ンプのフラッグシップ PM11S3 に 160

カ所を超える改良を加え誕生した、

AIRBOW プリメインアンプの最高峰。

AIRBOW
PM11S3 Ultimate　
希望小売価格￥550,000

HARBETH
Monitor30.1 Monitor20.1
HARBETH
Monitor30.1 Monitor20.1


